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【平成２７年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

○ A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、mDia によるアクチン細胞骨格の①シナプス前週末可塑性における働き、②免疫 T 細胞の

活性化における働き、③精子の形態形成における働き、さらに、④皮膚の腫瘍形成での働きといった広

い分野へ縦横断的に展開する挑戦的研究である。その研究は概ね着実に進展しており、期待された成果

を上げつつあると判断できる。しかしながら、皮膚の腫瘍形成についてはやや遅れており、研究計画の

見直しを含め、新たな検討が望まれる。 


